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工事概要

今回施工範囲

地下鉄御堂筋線

1,020m
×2

880m
×2

「都市計画道路大和川線」

シールドトンネル



工事概要

①

②

④
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地下鉄御堂筋線

関電鉄塔

雨水ポンプ場 雨水ポンプ場

近鉄南大阪線
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工事概要

■シールド機外観



工事概要

地下鉄御堂筋線

（上り線）

地下鉄御堂筋線

（下り線）

大和川線シールドトンネルφ12.30m

シールドマシンφ12.54m

離隔 2.2m

地下鉄御堂筋線交差部イメージ図
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大断面シールドの掘進管理

■シールド掘進に伴う地盤変状の要因

①切羽バランス
の不均衡

②余掘りによる
緩み

③テールボイド
の緩み

切羽圧管理 余掘り充填管理 裏込め注入管理

掘進方向

上下の圧力差が
大きい

シールド機長が
長い

トンネル周長が
長い



大断面シールドの掘進管理

■切羽圧管理
●上部土圧計を正とした切羽圧管理

●チャンバー内塑性流動管理 （管理モニター表示例）
閉塞状態 噴発状態 良好な状態 現在の状態

流向・流速

せん断応力

粘性

成し遂げた技術

新しい技術



大断面シールドの掘進管理

■余掘り充填管理
●シールド通過時の沈下が大きい

→余掘り部の緩みを防止することが重要
→余掘り充填材（クレーショック）の確実な充填 （目標注入率100％）

●トライアル計測結果（地中変位計測）

クレーショック

使える技術



大断面シールドの掘進管理 使える技術

■掘進停止中の切羽圧力低下防止

●カッター押し当ての実施



大断面シールドの掘進管理 成し遂げた技術

■ゆるい砂質土層掘進時の噴発防止

●ゲートの二重化

●噴発防止剤の注入孔

●アキュムレータによるゲート閉鎖

第１ゲート 第２ゲート

アキュムレータ

開閉バルブ



大断面シールドの掘進管理 成し遂げた技術

■シールド掘進時の振動対策

●シールドジャッキの当替えの実施

シールドジャッキ

セグメント

推進力の流れ

押し広げ力

シールド機内の振動

地上部の振動

ジャッキ当替え
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成し遂げた技術地下鉄トンネルの計測管理



先行シールド下り線通過時

成し遂げた技術地下鉄トンネルの計測管理



後行シールド下り線通過時

成し遂げた技術地下鉄トンネルの計測管理



先行シールド

成し遂げた技術地下鉄トンネルの計測管理



後行シールド

成し遂げた技術地下鉄トンネルの計測管理
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■近接構造物への影響のSTEP解析
1STEP 切羽到達時（切羽圧考慮）
2STEP マシン前半部（切羽圧考慮）
3STEP マシン後半部（裏込注入圧考慮）
4STEP テール通過時（裏込注入圧考慮）

地下鉄トンネルへの影響解析

1STEP
切羽到達時

2STEP
マシン前半部

3STEP
マシン後半部

4STEP
テール通過時

1STEP 2STEP

切羽通過 テール通過

近接構造物への影響をFEM解析
により再現することを試みた

新しい技術



●地山側圧および切羽圧

●1STEPでの載荷荷重⊿P1の算出

地下鉄トンネルへの影響解析

載荷荷重⊿P1＝（切羽圧－地山側圧）×α （α＝15％）

■1STEP ：切羽到達時の検討

※地下鉄シールド工事
への適用結果より

※

新しい技術



●2STEPでの載荷荷重⊿P2の算出

地下鉄トンネルへの影響解析

β1＝0.50

載荷荷重⊿P2＝マシン自重Pg＋（切羽圧Ps－1STEP終了時の地山応力Pi）×β1）

■2STEP ：マシン前半部到達時の検討

※地下鉄シールド工事
への適用結果より

※

新しい技術



■補正係数変更による変位量のフィッティング 1STEPのα＝0.15→0.06

1STEP：切羽到達時の鉛直変位

2STEP：マシン前半部のみの鉛直変位

1STEP+2STEP：切羽到達時およびマシン前半部の鉛直変位

解析結果+2.1mm
＝実測変位+2.1mm

+1.1mm

+1.0mm

+2.1mm

地下鉄トンネルへの影響解析

各施工ステップで近接
構造物への影響把握

2STEPのβ1＝0.50→0.33に変更

新しい技術

掘進パラメータの制御

近接構造物への影響抑制

今後は、適用事例を増や
すことで補正係数の精度
を上げる



ご清聴ありがとうございました


